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研究成果の概要（和文）：本研究では、ユーラシアと新大陸に隔離分布を示すカミキリムシ科甲虫のヤマナラシ
ノモモブトカミキリ族を材料として、遺伝子情報に基づく系統地理学的解析を主体に、大陸間の陸路による長距
離分散プロセスの解明に取り組んだ。各地の遺伝子解析用サンプルを収集し、収集した代表的な属について分子
系統解析を行った結果、本族は多系統群であることが示唆され、分類学的再検討が必要であると考えられた。ま
た、本族における大陸間隔離分布は、その進化史を反映したものとは言えず、想定していた分散仮説は棄却され
た。

研究成果の概要（英文）：To investigate the long distance dispersion between Old and New worlds by 
past intercontinental land connections, phylogenetic relationships of cerambycid beetles belonging 
to the tribe Acanthoderini (Insecta, Coleoptera, Cerambycidae) were analyzed based on molecular 
data. This tribe is known to flourish in Central-South America but some genera are distributed from 
Central America to North America, and also two genera are common to Europe and North Asia. With this
 disjunct distribution, it was expected to prove a hypotheses that the ancestor of this group had 
been distributed from Eurasia to North America, then spread their distribution to South America and 
East Asia. However, the results indicated that the tribe is not a monophyletic but multi-lineage 
group, and most of the assumed hypotheses on dispersion of the tribe were not supported. Besides, 
the result suggested the necessity of systematic review of this tribe based on plenty of samples.

研究分野：昆虫学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
地理的な障壁による集団の分断は、多くの

陸上生物の種分化や遺伝的分化において重

要な要因とされており、これまで様々な生物

の種分化とその進化が、地理的隔離と関連づ

けて議論されてきた。そのため、近縁な生物

群が複数の大陸にまたがって隔離分布を示

す場合、過去の大陸移動による個体群の分断

が大きな要因と考えられてきた。 

地球上の主要な大陸は、それぞれ独自の生

物相から成ることが知られている。そのうち，

区系生物地理学上、「新熱帯区」として区分

される南米大陸では、昆虫類を含む多くの生

物の祖先が、南米大陸がゴンドワナ大陸から

分離した際に陸塊とともに移動してきたか、

または南極大陸との陸橋を渡って進出した

後、隔離された南米大陸内で独自の進化を遂

げたと考えられている。その一方で、哺乳類

（真獣類）に代表されるように、新第三紀以

降にユーラシアや北米大陸から陸伝いに南

米大陸へと分布を拡大し、現在の繁栄を得た

と考えられている生物も少なくない。これま

で移動分散能力が低いと考えられる昆虫類

では、後者のような例はあまり知られていな

いが、一部には、本研究の対象群のように、

その分布パターンからこのような移動を果

たしたと想定されるグループも存在する。 

南米のカミキリムシの中でも、最も繁栄し

ている大群であるヤマナラシノモモブトカ

ミキリ族（昆虫綱甲虫目カミキリムシ科フト

カミキリ亜科）は、その大半が南米に分布し

ているが、一部は中米から北米にかけて分布

しているほか、ヨーロッパおよびアジア北部

と北米に共通する 2 属（Aegomorphus 属、

Oplosia 属）と日本固有の 1 属（Callapoecus

属）が知られている。また、オーストラリア

区やアフリカ区には本族が分布していない

事から、その起源がゴンドワナ、またはその

周辺地域であるとは考えにくい。 

一方で、申請者は近年、ブータン、ネパー

ル、中国南部、ラオス、ベトナム、台湾など、

これまで本族の分布が知られていなかった

地域から Callapoecus 属に近縁であると考え

られる種を複数発見した。このようにヒマラ

ヤ周辺からインドシナ北部および中国南部

を経由して台湾や日本までの地域に横長の

分布帯を形成するグループは、その起源が古

第三紀、または新第三紀にまで遡ると考えら

れている。そのため、これらの地域からの関

連属、種の発見は、本族の起源や分散を考察

する上で非常に興味深く、古第三紀から新第

三紀にかけてユーラシアから北米にかけて

分布していた本族の祖先群が、その後ユーラ

シアではヨーロッパおよび東アジアへ南下

し、新大陸ではパナマ海峡閉鎖後、陸橋によ

って南米に進出した可能性を示唆するもの

と考えられた。 
 
２．研究の目的 
このような背景から、ユーラシア大陸から

南米大陸にかけて広域な分布を示すヤマナ

ラシノモモブトカミキリ族を材料として、遺

伝子情報を用いた系統地理学的解析を行い、

ユーラシアから南米大陸にまたがる広域な

分布を獲得するに至った分散プロセスの解

明を目的として研究を行った。 

本族の分散プロセスを検証することによ

り、カミキリムシのみならず、昆虫類などの

小型動物における分散、進化、またその起源

を考察する上で非常に興味深く、且つ有用な

結果を供すると期待された。現生生物の祖先

種が出そろったと考えられている古第三紀

から現代にかけての期間は、大きな気候変動

が何度も起きており、それに伴って生物の分

布域も大きな変動を繰り返してきた。その中

で食植性昆虫であるカミキリムシが、どのよ

うに分散、移動を繰り返してきたかが明らか

となれば、森林環境の変遷を示唆し、生物多

様性の創出と進化機構の解明に大きく寄与

できると期待された。 
 



３．研究の方法 
（1）分類および分布情報の収集・整理 

国内外の博物館および個人コレクション

に所蔵される標本データおよび文献情報の

調査を行い、各種の分類、生態および分布情

報を蓄積した。また、各博物館に所蔵される

模式標本の調査を行い、収集したサンプルを

同定するための分類学的情報基盤を整備し

た。 

（2）サンプル収集 

アジア、ヨーロッパおよび新大陸の研究者

と協力して、各地の DNA 分析用標本の収集

を行った。また、標本調査および文献情報か

ら得られた分布情報に基づき、ヨーロッパ、

日本、台湾および南米にて現地調査を行い、

DNA分析用標本の収集を行ったほか、各種の

生態情報を収集、記録した。なお、現地調査

にて得られた昆虫類の標本は、公的な博物館

に寄贈し、一部は各分類群の専門家とともに

共同研究を行った。 

（3）分子系統解析・系統推定 

収集したサンプル標本を用いて、ミトコン

ドリア DNA（COI）と核 DNA（18S rRNA、

28S rRNA、ヒストン H3）の塩基配列を決定

し、それらを用いて最節約法、最尤法および

ベイズ法に基づいた系統解析を行い、各地域

に産する属間の系統関係を推定した。さらに、

各属の代表的な種の外部形態および雌雄交

尾器の形質を用いて各グループの類縁関係

について検討を行った。 

（4）古環境情報の収集 

カミキリムシは寄主植物に強く依存する

ため、その分散プロセスは、森林植生などの

環境要因および食性進化に強く相関を持つ

ことが予想される。そこで、対象となるカミ

キリムシの寄主植物情報に加え、植物の化石

情報や、系統地理情報および古環境シミュレ

ーションから推定される古気候情報を収集

した。 
 

４．研究成果 

これまで本族について詳細な系統関係を

解析した研究例は無く、広大な分布域を持つ

に至った分散プロセスも明らかとなってい

ないが、従来からおおむね単系統群であると

考えられてきた。しかし、分子系統解析の結

果、最節約法、最尤法およびベイズ法のいず

れ に お い て も 本 族 の 内 Oplosia 属 と

Callapoecus属の両属は、本族やその他の既知

族と近縁関係を示さない特異なグループで

あることが明らかとなった。一方で、

Aegomorphus 属や新大陸産属は、いくつかの

小グループに分かれ、それぞれ別族のモモブ

トカミキリ族の仲間（Acanthocinini）とクレ

ードを形成した（図）。さらに、外部形態を

用いた検討の結果、分子系統解析で示唆され

た本族の各グループは、それぞれ形態的にも

異なることが明らかとなり、形態分類学的に

も各グループの独自性が支持された。これら

の結果から、本族は複数のグループから成る

多系統群であることが示唆され、少なくとも

その分類体系は検討を反映しておらず、分類

学的再検討が必要であると考えられた。また、

本族における大陸間の長距離分散を前提と

した仮説は、その進化史を反映したものとは

言えず、その多くは棄却された。しかし、

Aegomorphus 属のみは、中南米に分布する

Acanthoderes 属を始めとする本族他属とクレ

ードを形成し、その祖先集団が新大陸からユ

ーラシア大陸に進出した可能性が示唆され

た。Aegomorphus属は、ブナ科、ムクロジ科、

ヤナギ科、マツ科などを寄主植物とする一群

で、ヨーロッパから北海道にかけてのユーラ

シア北部とカナダからメキシコにかけての

北米中南部に隔離分布を示す。本属が中南米

に分布する集団とクレードを形成すること

は、その祖先集団が新大陸からユーラシア大

陸へ進出した可能性を示唆する。古第三紀か

ら新第三紀にかけての植物化石を中心とし

た古環境情報から、当時の周北地域は、現在



図．ヤマナラシモモブトカミキリ族（★は本族を示す）

を含むフトカミキリ亜科の系統樹 

本属が生息するような落葉広葉樹林に覆わ

れていたことが明らかとなっている。そのた

め、本属の祖先集団は、新大陸から周北地域

を経てユーラシアへ進出を果たし、その後の

気候変動に伴う森林の遷移とともに移動を

繰り返し、現在の本属の分布に至った可能性

が高い。しかし、これらと姉妹群を形成した

モモブトカミキリ族は、汎世界的に分布する

大群であるため、その系統位置および進化史

をより詳細に解明するためには、今後世界各

地のサンプルを用いた解析が必要であると

考えられた。 
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